
大
徳
寺
寸
松
庵
伝
来
の
三
幅
対
と
吉
村
観
阿
―
『
過
眼
録
』
を
起
点
に
―
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（
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）
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（
平
成
三
十
年
三
月
）

一
　
は
じ
め
に

　
『
文
化
情
報
学
（
第
十
二
巻
第
二
号
）』
で
は
木
下
長
嘯
子
筆
松
永
貞
徳
宛
消
息

「
十
六
夜
の
文
」（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て
論
じ
た
（
１
）。
本
作
品
は
吉
田
幸
一
（
一
九
〇
九

－
二
〇
〇
三
）
に
よ
る
『
文
学
論
藻
（
四
八
号
）』
で
紹
介
さ
れ
る
著
名
な
作
品
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
所
在
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
最
近
の
調
査
に
よ
り

所
在
が
判
明
し
た
。
箱
墨
書
は
江
戸
時
代
後
期
に
江
戸
で
活
躍
し
た
町
人
数
寄
者
吉

村
観
阿（
白
醉
庵
／
一
七
六
五

－

一
八
四
八
。
以
下
観
阿
に
統
一
。）に
よ
る
も
の
で
、

箱
側
面
に
は
新
発
田
藩
主
溝
口
家
の
蔵
品
に
み
ら
れ
る
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の

蔵
印
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
本
作
品
は
溝
口
家
の
所
蔵
し
た
掛
物
の
蔵
帳

で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』（
新
発
田
市
立
歴
史
図
書
館
蔵
）
に
所
載
さ
れ
る
。

　

溝
口
家
が
入
手
し
た
時
期
は
、
観
阿
と
親
し
く
交
流
し
た
新
発
田
藩
十
代
藩
主
溝

口
直
諒
（
翠
濤
／
一
七
九
九

－

一
八
五
八
。
以
下
翠
濤
に
統
一
。）
の
と
き
で
あ
る
。

　

近
代
の
茶
道
史
家
で
あ
る
高
橋
箒
庵
（
義
雄
／
一
八
六
一

－

一
九
三
七
）
は
『
近

世
道
具
移
動
史
』（
慶
文
堂
、
一
九
二
九
年
）
で
、
翠
濤
が
観
阿
の
目
利
き
と
取
り

次
ぎ
に
よ
り
、
多
く
の
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
い
た
と
紹
介
し
て
い

る（２
）。

　
『
文
化
情
報
学
』
で
は
観
阿
が
取
り
次
い
だ
作
品
で
あ
り
、
か
つ
溝
口
家
伝
来
と

す
る
作
品
と
し
て
趙
昌
筆
釈
迦
像
、
狩
野
探
幽
筆
江
月
宗
玩
像
、
同
佐
久
間
将
監
像

の
三
幅
対
を
紹
介
し
た
（
図
１
）。

研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
大
徳
寺
寸
松
庵
伝
来
の
三
幅
対
と
吉
村
観
阿
―『
過
眼
録
』
を
起
点
に
―

宮
　
武
　
慶
　
之  

　

趙
昌
筆
釈
迦
像
、
狩
野
探
幽
筆
江
月
宗
玩
像
、
同
佐
久
間
将
監
像
の
三
幅
対
は
大
徳
寺
寸
松
庵
に
伝
来
し
た
が
、
そ
の
後
流
出
し
、
江
戸
時
代
後
期
に
な
っ
て
吉

村
観
阿
の
取
り
次
ぎ
に
よ
り
溝
口
翠
濤
が
入
手
し
た
。
こ
の
三
幅
対
は
売
立
目
録
に
所
載
さ
れ
る
が
、
賛
文
の
判
読
は
部
分
的
に
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
三

幅
対
の
模
写
が
霞
兄
老
人
に
よ
る
『
過
眼
錄
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
所
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
観
阿
と
霞
兄
老
人
を
巡
る
関
係
を
絵
画
の
所

蔵
と
い
う
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
『
過
眼
錄
』
の
記
載
を
元
に
三
幅
対
の
賛
文
、
収
納
す
る
箱
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
、
観
阿
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意

味
を
持
つ
作
品
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
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こ
こ
で
改
め
て
三
幅
対
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
本
作
品
は
北
宋
時
代
の
画
家
趙

昌
の
筆
と
さ
れ
る
釈
迦
像
、
江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
狩
野
派
の
画
家
狩
野
探

幽
（
一
六
〇
二

－
一
六
七
四
）
に
よ
る
江
月
宗
玩
（
一
五
七
四

－

一
六
四
三
）、
佐

久
間
将
監
（
寸
松
庵
／
一
五
七
〇

－

一
六
四
二
）
の
寿
像
を
加
え
た
三
幅
対
で
あ
り

寸
松
庵
に
伝
来
し
た
作
品
で
あ
る
。
寸
松
庵
と
は
『
原
色
茶
道
大
辞
典
』（
淡
交
社
、

一
九
七
五
年
）
に
よ
れ
ば
「
将
監
が
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
に
大
徳
寺
龍
光
院
内

に
創
立
し
、
寛
永
十
九
年（
一
六
四
二
）に
西
北
の
新
地
に
移
っ
た
茶
室
で
あ
る
。（
中

略
）
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
火
災
に
焼
残
り
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
取

壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
石
山
子
爵
の
手
で
茶
室
と
と
も
に
東
京
へ
移
さ
れ
、

や
が
て
高
橋
箒
庵
邸
に
移
建
さ
れ
大
正
十
二
年
に
消
失
し
た
」
と
紹
介
さ
れ
る
（
３
）。

　

こ
の
三
幅
対
に
つ
い
て
門
脇
む
つ
み
氏
は
「
佐
久
間
将
監
の
肖
像
」
で
「
当
初
か

ら
こ
の
三
幅
対
で
寸
松
庵
什
物
、
そ
れ
も
庵
の
本
尊
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
制
作

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。（
中
略
）
仏
画
と
自
分
た
ち
（
将
監
と
江
月
）
の
肖
像
画

を
あ
わ
せ
て
三
幅
対
と
し
、
子
庵
の
本
尊
の
よ
う
に
扱
う
と
い
う
意
識
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
誠
に
興
味
深
い
」
と
し
て
い
る
（
４
）。
ま
た
、
同
氏
は
「
龍
光
院
ゆ
か
り
の
絵

画（
一
）」
で
松
花
堂
昭
乗
筆
「
十
六
羅
漢
図
」
に
注
目
し
、
文
化
八
年（
一
八
一
一
）

に
寸
松
庵
蔵
資
料
を
書
写
し
た
『
紫
野
大
徳
寺
明
細
記
』
に
あ
る
寸
松
庵
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

江
月
和
尚
像

　
　

仏
祖　

釈
迦
文
仏
像　

探
幽
斎
一
筆

　
　
　
　
　

寸
松
庵
殿
像

　
　

仏
祖
脇
小
襖
十
六
羅
漢
像　

松
花
堂
筆

　

後
述
す
る
売
立
目
録
の
図
版
か
ら
江
月
像
の
自
賛
に
寛
永
十
一
年
と
書
か
れ
て
い

る
点
に
注
目
し
、
脇
小
襖
の
制
作
年
代
を
そ
の
頃
か
、
も
し
く
は
寸
松
庵
の
創
建
当

初
の
頃
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
（
５
）。

　

本
稿
で
注
目
す
る
三
幅
対
に
つ
い
て
は
す
で
に
門
脇
氏
が『
寛
永
文
化
の
肖
像
画
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
で
現
在
の
所
在
は
不
明
と
し
な
が
ら
も
、
二
件
の
売

立
目
録
に
所
載
さ
れ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
（
６
）。

　

こ
の
二
件
の
売
立
と
は
、
明
治
四
十
五
年
五
月
二
十
七
日
に
京
都
美
術
倶
楽
部

で
開
催
さ
れ
た
東
都
寸
松
庵
主
高
橋
箒
庵
の
売
立
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
六

図 1　趙昌筆「釈迦像」、狩野探幽筆「江月宗玩像」、「佐久間将監像」
（『東都寸松庵主所蔵品』より）
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三
四
（
189
）

月
十
四
日
に
大
阪
美
術
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
宅
徳
平
（
醸
春
軒
／
一
八
四
八

－

一
九
三
二
）
に
よ
る
第
二
回
の
売
立
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
売
立
目
録
で
の
表
記
を
み
る
と
『
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
』
で
は

　
　

趙
昌
釈
迦　

左
探
幽
江
月
和
尚
像　

右
同
佐
久
間
将
監
像　

三
幅
対

　
　

江
月
自
作
彫
字
箱　

外
箱
白
酔
庵　

江
月
外
題　

寸
松
庵
伝
来
品
（
７
）

『
堺
市
宅
醸
春
軒
所
蔵
品
入
札
（
第
二
回
）』
で
は

　
　

趙
昌
釈
迦　

左
右
探
幽
江
月
和
尚
佐
久
間
将
監
像　

江
月
賛 

江
月
外
題　

三

　
　

幅
対　

江
月
自
刻
箱
書
付　

白
酔
庵
外
箱　

寸
松
庵
伝
来　

竪
二
尺
三
寸
二
分

　
　

巾
一
尺
一
分
（
８
） 

と
記
載
さ
れ
る
。

　

三
幅
を
収
納
す
る
箱
に
は
江
月
に
よ
る
と
さ
れ
る
自
刻
の
箱
が
あ
り
、
外
箱
に
は

観
阿
に
よ
る
書
付
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
作
品
の
寸
法
も
把
握
で
き
る
。
な

お
箱
お
よ
び
外
題
に
つ
い
て
は
醸
春
軒
の
目
録
に
所
載
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

　

と
こ
ろ
で
『
御
掛
物
帳
』
の
「
雑
之
部
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

左
江
月
探
幽
筆

　
　

一　

三
幅
對
中
釋
迦
趙
昌
ニ
申
傳

　
　
　
　
　
　

右
佐
久
間
探
幽
筆
（
９
） 

　

作
品
の
内
容
か
ら
、
売
立
目
録
所
載
品
と
同
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
品
は
溝

口
家
伝
来
品
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、『
文
化
情
報
学
』
で
は
観
阿
が
溝
口
家
に
取
り

次
い
だ
作
品
で
あ
る
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
筆
者
は
吉
村
観
阿
研
究
の
た
め
、
関
係
す
る
人
物
の
記
録
を
博
捜
す

る
過
程
で
、
霞
兄
老
人
（
一
八
〇
〇
生
、
没
年
不
詳
）
に
よ
る
『
過
眼
録
』（
国
立

国
会
図
書
館
蔵
）
に
注
目
し
た
）
（（
（

。
同
書
に
つ
い
て
は
影
山
純
夫
氏
が
『
茶
の
湯
文

化
学
会
報
（
第
三
号
）』
で
紹
介
し
て
お
り
、
筆
者
は
霞
兄
老
人
で
、
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
に
生
ま
れ
た
人
物
で
、
晩
年
は
江
戸
両
口
に
住
し
て
い
た
人
物
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
没
年
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
霞
兄
老
人
は

吉
村
観
阿
や
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一

－

一
八
二
八
）
と
共
に
茶
会
に
参
会
し
、
西
村

藐
庵
（
一
七
八
四

－

一
八
五
三
）
の
茶
会
に
も
招
か
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
後
期
の

茶
の
湯
文
化
研
究
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
書
に
は
茶
会
の
記
録

の
ほ
か
、
実
見
し
た
道
具
の
見
聞
録
も
含
ま
れ
る
）
（（
（

。

　
『
過
眼
録
』
を
資
料
と
し
て
活
用
し
た
玉
蟲
敏
子
氏
は
『
都
市
の
な
か
の
絵
』

（
二
〇
〇
四
年
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
）で
、『
過
眼
録
』
第
三
冊
目
『
□
卯
過
眼
録
』
に
「
冬

木
所
持
八
橋
屏
風
落
款
」
と
し
て
「
青
々
光
琳
」、「
法
橋
光
琳
」
の
二
署
名
と
杜
若

の
花
三
個
が
縮
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
）
（（
（

。

　

本
書
の
成
立
年
に
つ
い
て
影
山
氏
は
文
政
三
年
と
し
て
い
る
が
、
玉
蟲
氏
は
第
一

冊
の
「
甲
寅
」
を
寛
政
六
年
と
す
る
の
も
可
能
と
の
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
第
三
冊

の
表
題
に
あ
る
「
□
卯
」
は
損
傷
部
分
の
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
墨
痕
に
よ
り
「
乙
卯
」

図 2　三幅対を収納
　　　する箱
　　　 （『堺市宅醸春
　　　軒所蔵品入札
　　　（第二回）』より）
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と
判
読
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
、
寛
政
七
年
も
し
く
は
文
政
二
年
で
あ
る
と
の
見
解

を
示
し
て
い
る
）
（（
（

。

　
『
過
眼
録
』
の
第
四
十
四
巻
に
趙
昌
筆
釈
迦
像
、
狩
野
探
幽
筆
江
月
宗
玩
像
、
同

佐
久
間
将
監
像
の
三
幅
対
の
賛
文
お
よ
び
顔
容
、
箱
の
プ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
が
所
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

観
阿
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
行
状
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
八
十
賀
茶

会
で
使
用
し
た
狩
野
山
楽
画
三
宅
亡
羊
賛
「
福
禄
寿
」（
個
人
蔵
）
以
外
に
、
所
持

し
た
絵
画
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
本
稿
で
論
じ
る
三
幅
対
も
観
阿
の
所
持
品

と
考
え
ら
れ
る
。『
過
眼
録
』
を
起
点
と
し
て
本
作
品
を
解
明
す
る
こ
と
は
江
月
お

よ
び
将
監
像
の
肖
像
画
研
究
は
も
と
よ
り
、
当
時
の
観
阿
の
絵
画
を
め
ぐ
る
状
況

や
、
観
阿
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
作
品
な
の
か
を
解
明
す
る
上
で
有
用

と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
観
阿
お
よ
び
霞
兄
老
人
と
絵
画
を
巡
る
関
係

　

観
阿
と
霞
兄
老
人
の
関
係
に
注
目
す
る
と
き
『
過
眼
録
（
第
三
十
五
巻
）』
を
み

る
と
開
催
年
未
詳
で
あ
る
が
十
一
月
十
九
日
に
観
阿
、
抱
一
、
霞
兄
老
人
、
福
田
竹

軒
と
と
も
に
茶
会
に
参
会
し
て
お
り
、
抱
一
存
命
中
よ
り
観
阿
と
霞
兄
老
人
は
面
識

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。ま
た
同
書
第
三
十
三
巻
に
は
観
阿
の
所
持
し
た
宗
薫（
今

井
宗
薫
か
）
の
短
冊
が
図
入
り
で
所
載
さ
れ
て
お
り
（
図
３
）、
霞
兄
老
人
が
実
見

し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
こ
で
観
阿
と
霞
兄
老
人
と
絵
画
の
関
係
に
着
目
し
、

そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
人
物
と
の
交
流
に
注
目
す
る
。

　

ⅰ
）
観
阿
の
場
合

　

文
政
八
年
七
月
十
三
日
、
抱
一
に
よ
る
句
集
『
句
藻
』「
隣
家
鶯
」
に
烏
丸
光
廣

（
一
五
七
九

－

一
六
三
八
）
の
法
要
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

 

今
年
七
月
十
三
日
洛
の
法
雲
院
よ
り
烏
丸
光
廣
卿
の
御
像
を
蘭
畹
先
生
に
た
の

み
う
つ
し
も
と
め
て
遠
忌
の
心
な
す
、
了
伴
、
観
阿
、
担
斎
な
と
来
り
侍
る
つ

る
鴨
と
わ
き
ま
へ
か
ぬ
る
鳥
の
跡
み
の
り
の
雲
に
は
ら
し
給
へ
や 

　

京
都
法
雲
院
よ
り
光
廣
の
肖
像
画
を
取
り
寄
せ
、
蘭
畹
に
写
さ
せ
た
肖
像
を
用
い

て
遠
忌
の
法
要
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
法
要
に
は
抱
一
の
ほ
か
観
阿
や
古
筆
了
伴

（
一
七
九
〇

－

一
八
五
三
）、
檜
山
義
慎
（
担
斎
／
一
七
四
〇

－

一
八
四
二
。
以
下
、

担
斎
に
統
一
。）
ら
と
共
に
出
向
い
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
さ
ら
に
抱
一
と
観
阿

を
め
ぐ
っ
て
は
遡
る
こ
と
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
、
観
阿
が
俊
乗
房
重
源

（
一
一
二
一

－

一
二
〇
六
）
の
「
法
華
勧
進
状
」（
東
大
寺
蔵
）
を
東
大
寺
に
寄
進
し

勧
学
院
内
に
寿
蔵
を
建
て
る
が
、
そ
の
墓
題
を
抱
一
が
書
い
て
お
り
、
親
し
く
交
流

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

観
阿
と
了
伴
を
巡
っ
て
は
、
了
伴
が
所
持
し
て
い
た
大
燈
国
師
墨
蹟「
日
山
之
賦
」

（
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
蔵
）
や
額
「
聻
」
を
翠
濤
に
取
り
次
い
で
い
た
）
（（
（

。
図 3　観阿所持の宗薫筆短冊



大
徳
寺
寸
松
庵
伝
来
の
三
幅
対
と
吉
村
観
阿
―
『
過
眼
録
』
を
起
点
に
―

三
六
（
187
）

　

こ
こ
で
は
観
阿
と
担
斎
の
関
係
に
つ
い
て
注
目
す
る
。
担
斎
は
天
保
十
年
、
狩
野

永
衲
（
一
六
三
一

－

一
六
九
七
）
を
顕
彰
す
る
こ
と
と
自
身
の
古
稀
（
七
十
賀
）
を

兼
ね
て
江
戸
の
浅
草
寺
山
内
日
音
院
を
会
場
と
し
て
思
功
供
展
画
会
を
開
催
し
た
。

な
お
本
稿
で
は
便
宜
上
、
展
画
会
に
統
一
す
る
。こ
の
展
画
会
に
は
担
斎
の
知
友
が
、

永
衲
編
纂
に
よ
る
『
本
朝
画
史
』
所
載
の
画
家
の
作
品
を
中
心
に
持
ち
寄
り
展
示
さ

れ
た
。
そ
の
出
品
者
と
作
品
名
を
記
し
、
同
年
秋
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
思
功
供
展

画
目
録
』（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
八
十
七
点
の
作
品
名

と
そ
の
出
品
者
が
記
載
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
『
思
功
供
展
画
目
録
』
を
み
る
と

　
　

観
音
影
啓
書
記
画　
　
　

吉
村　

白
醉
庵
蔵

と
の
記
述
が
み
ら
れ
、
展
画
会
当
日
、
観
阿
は
出
品
者
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
氏
名
の
表
記
が
吉
村
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
、
東
大
寺
勧
学
院
の
寿
蔵
に
没

後
追
加
さ
れ
た
碑
文
中
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

観
翁
俗
称
芳
村
、
本
吉
村
也
、
先
考
嘗
以
財
徴
聘
于
仙
台
侯
、
侯
之
先
君

　
　

有
諱
吉
村
公
、
以
吉
芳
国
読
同
換
之
云
）
（（
（

 

　

観
阿
の
父
が
仙
台
藩
第
五
代
藩
主
伊
達
吉
村
（
一
六
八
〇

－

一
七
五
二
）
に
財
用

で
関
係
し
た
た
め
憚
っ
て
吉
村
か
ら
芳
村
に
改
め
た
。
筆
者
の
研
究
で
は
『
日
本
研

究
（
第
五
十
四
集
）』（
二
〇
一
七
年
）
で
、
天
保
十
三
年
に
吉
村
と
署
名
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
）
（（
（

、
天
保
十
年
の
時
点
で
、
す
で
に
吉
村
と
名
乗
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
観
阿
自
身
が
芳
村
と
署
名
し
て
い
る
作
品
で
は
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
に
東
大
寺
に
寄
進
し
た
「
法
華
勧
進
状
」
に

　
　

武
州
江
戸

　
　
　
　

芳
村
氏
観
阿

と
の
自
署
が
確
認
で
き
る
）
（（
（

。
こ
の
点
か
ら
、
天
保
十
年
ま
で
の
間
に
元
の
吉
村
に
改

め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
『
思
功
供
展
画
目
録
』
の
出
品
者
に
は

　
　

芸
阿
弥
画
猿
猴　
　

白
醉
庵
男　

吉
村
信
䩜
蔵　

と
あ
り
、
信
䩜
は
観
阿
の
息
子
（
弥
山
）
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
研
究
で
は
『
日
本
研
究
（
第
五
十
四
集
）』
で
法
隆
寺
円
明

院
に
観
阿
が
寄
進
し
た
弘
法
大
師
額
箱
（
図
４
）
に
は
観
阿
と
妻
子
の
朱
漆
書
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
箱
に
は
次
の
よ
う
な
朱
漆
書
が
あ
る
。

　
　

天
保
壬
寅
秋
造
此
額
箱
以
寄
附

　
　
　
　
　

東
都　

　
　
　
　
　
　

白
醉
庵

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
観
阿
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

観
勢
女

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

信
䩜
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漆
工　

貞
次
）
（（
（

図 4　弘法大師額箱（法隆寺蔵）
　　　（『法隆寺の至宝（第 14 巻）』より）
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こ
の
箱
は
天
保
十
三
年
に
観
阿
と
妻
観
勢
（
田
鶴
）、
息
子
の
信
䩜
ら
が
寄
進
し

た
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
観
阿
親
子
は
天
保
十
年
に
思
考
供
展
画
会
へ
の
出
品
が
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

観
阿
は
室
町
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
賢
江
祥
啓
（
啓
書
記
／

生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
観
音
像
、
信
䩜
は
室
町
幕
府
の
同
朋
衆
で
あ
っ
た
芸
阿
弥

（
一
四
三
一

－

一
四
八
五
）
に
よ
る
猿
猴
図
を
出
品
し
て
い
る
。
担
斎
を
巡
る
人
物

の
中
で
観
阿
と
息
子
信
䩜
の
名
前
が
見
出
せ
る
こ
と
は
、
両
者
が
当
時
の
江
戸
で
絵

画
の
所
蔵
家
と
し
て
相
当
の
位
置
に
あ
っ
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
阿
親
子
と
担
斎
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
き
、
朝
岡
興
禎

（
一
八
〇
〇

－

一
八
五
六
）に
よ
る
『
古
画
備
考
』（
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）

に
も
注
目
し
た
い
。
同
書
巻
二
十
下
（
名
画
八
下
）
に
は
室
町
時
代
後
期
に
活
躍
し

た
臨
済
宗
の
僧
周
徳
（
生
没
年
不
詳
）
の
画
歴
と
印
譜
が
紹
介
さ
れ
る
。
紹
介
さ
れ

る
作
品
の
う
ち
梅
図
の
賛
（
図
５
）
が
み
ら
れ
、
小
書
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

　
　

周
徳

　
　
　

倒
懸
梅
花
、
墨

　
　
　

描
至
テ
草
也

　
　
　

芳
村
氏
蔵
）
（（
（

 

ま
た
同
書
の
巻
二
十
三
（
名
画
十
一
）
に
は
三
谷
信
重
（
雲
澤
等
悦
と
も
／

一
六
七
五
没
）
の
山
水
図
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

陶
淵
明
図
横
向
也
、
有
侍
童
歩
行
、
墨
画
小
立
物
、
天
保
三
三
、
内
藤
氏

　
　

ニ
テ
見
、

　
　
　

印　

印　

芳
村
氏
山
水
ヨ
リ
ハ
劣
、

　
　
　
　
　
　
　

雪
舟
流
モ
、
直
ニ
不
見
芳

　
　
　
　
　
　
　

村
ノ
牛
ハ
、
養
澤
ナ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
谷　
　

ト
ノ
ミ
印
）
（（
（

 

　

以
上
の
記
述
か
ら
、
当
時
の
芳
（
吉
）
村
氏
が
周
徳
の
梅
花
図
と
、
三
谷
信
重
の

山
水
図
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
思
功
供
展
画
会
』
を
み
る
と
出
品
者
に
木
挽
町
狩
野
家
が
お
り
、
こ

の
人
物
は
興
禎
の
兄
で
あ
る
狩
野
養
信
（
晴
川
院
／
一
七
九
六

－

一
八
四
六
）
で
あ

る
。
担
斎
と
晴
川
院
の
直
接
的
な
関
係
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
観
阿
と
晴
川
院
と
の

関
係
を
巡
っ
て
は
観
阿
八
十
賀
の
前
年
と
な
る
天
保
十
四
年
に
、
溝
口
家
で
翠
濤
、

小
堀
正
優
（
宗
中
／
一
七
八
六

－

一
八
六
七
）、
晴
川
院
に
そ
れ
ぞ
れ
福
禄
寿
、
賛
、

鶴
亀
の
合
作
を
所
望
し
て
い
た
）
（（
（

。
な
お
こ
の
作
品
は
『
朝
吹
氏
野
崎
氏
蔵
品
入
札
』

に
図
版
が
所
載
さ
れ
る
（
図
６
））（（
（

。

　
『
古
画
備
考
（
巻
二
十
下
）』
が
書
か
れ
た
の
は
嘉
永
五
年
亥
三
月
十
九
日
以
降
、

同
書
巻
二
十
三
は
嘉
永
四
年
辛
亥
三
月
二
十
四
日
以
降
で
あ
る
。
観
阿
は
嘉
永
元
年

図 5　周徳筆「梅図」の賛
（『古画備考（巻二十下）』（東京

藝術大学附属図書館蔵）より）



大
徳
寺
寸
松
庵
伝
来
の
三
幅
対
と
吉
村
観
阿
―
『
過
眼
録
』
を
起
点
に
―

三
八
（
185
）

に
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
生
前
の
観
阿
、
も
し
く
は
観
阿
没
後

に
信
䩜
が
所
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
観
阿
は
翠
濤
な
ど
に
道
具

の
取
り
次
ぎ
を
行
う
美
術
商
で
あ
り
、
ま
た
絵
画
の
所
蔵
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

ⅱ
）
霞
兄
老
人
の
場
合

　

嘉
永
五
年
、
亀
戸
天
神
で
開
催
さ
れ
た
行
事
に
つ
い
て
喜
多
村
信
節
（
一
七
八
四

－

一
八
五
六
）
に
よ
る
随
筆
『
き
〻
の
ま
に
ま
に
』
の
同
年
閏
（
原
文
マ
マ
）

三
月
十
五
日
条
（
実

際
に
は
二
月
十
五
日
条
）
に
注
目
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

○
十
五
日
、
向
島
花
は
過
た
れ
共
人
は
多
く
出
し
と
也
、
亀
戸
開
帳
も
来
ル
廿

　
　

七
日
限
り
と
云
、
当
年
天
満
宮
九
百
五
十
年
ニ
付
、
所
々
天
神
開
扉
有
、
平
川

　
　

ハ
奉
納
物
多
し
、
亀
戸
ニ
ハ
当
日
古
筆
了
伴
催
に
て
諸
家
珍
蔵
の
菅
神
御
筆
、

　
　

又
古
筆
の
尊
像
を
借
集
て
展
観
を
な
す）（（
（

　

同
年
三
月
十
五
日
、
菅
原
道
真
（
八
四
五

－

九
〇
三
）
の
九
百
五
十
年
遠
忌
を
記

念
し
亀
戸
天
神
に
お
い
て
、
了
伴
に
よ
り
諸
家
珍
蔵
の
菅
神
像
な
ど
を
借
り
集
め
て

展
観
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
催
し
に
つ
い
て
同
書
で
は

　
　

此
催
実
ハ
天
神
橋
手
前
に
堀
大
蔵
殿
思
ひ
立
に
て
、
了
範伴
に
任
せ
行
た
る
事
也

と
あ
り
、
天
神
橋
手
前
に
住
む
堀
大
蔵
の
発
案
で
あ
り
、
了
伴
が
一
任
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
書
画
会
に
出
品
さ
れ
た
作
品
の
目
録
が
「
亀
井
戸
天
神
展
覧

会
目
録
」
で
あ
る
。
こ
の
目
録
は
現
在
、
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す

る『
寺
社
縁
起（
正
編
続
編
）』に
所
収
さ
れ
る
。同
書
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

青
蓮
院　

尊
円　

神
号　
　

廉
嶋

　
　

同　
　
　

尊
朝　

同　
　
　

霞
兄
）
（（
（

　

能
書
で
知
ら
れ
た
青
蓮
院
尊
朝
（
一
五
五
二

－

一
五
九
七
）
に
よ
る
神
号
を
出
品

し
た
人
物
と
し
て
霞
兄
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。『
過
眼
録
（
第
三
十
四
巻
）』
に
は

了
伴
が
収
蔵
し
た
雛
屋
立
圃
（
野
々
山
立
圃
／
一
五
九
五

－

一
六
六
九
）
に
よ
る
三

幅
対
が
図
入
り
で
所
載
さ
れ
て
お
り
（
図
７
）、
交
流
が
あ
っ
た
た
め
実
見
し
た
と

図 6　 翠濤、宗中、晴川
院合作「福禄寿」

（『朝吹氏野崎氏
蔵品入札』より）

図 7　了伴収蔵の雛屋立圃筆三幅対
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考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
書
画
会
へ
出
品
し
た
霞
兄
と
は
『
過
眼
録
』
の
筆
者
で

あ
る
霞
兄
老
人
と
同
定
さ
れ
る
。

　
『
過
眼
録
』
に
所
載
さ
れ
る
茶
会
の
う
ち
開
催
年
月
未
詳
で
あ
る
が
十
一
月
十
五

日
に
は
霞
兄
老
人
、
佐
々
木
重
郎
、
墨
屋
良
斎
と
参
会
（
第
三
十
五
巻
）、
四
月

十
七
日
の
中
島
暁
河
の
茶
会
に
本
屋
了
我
、
梅
屋
鞠
塢
、
霞
兄
老
人
、
本
屋
吉
太
郎

と
と
も
に
参
会
（
第
三
十
九
巻
）
し
て
い
る
。
霞
兄
老
人
は
当
時
の
茶
の
湯
文
化
で

主
要
な
人
物
と
の
交
流
が
あ
り
、
美
術
品
の
所
蔵
者
と
し
て
の
一
面
が
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

　

墨
屋
良
斎
（
生
没
年
不
詳
）
と
本
屋
了
我
（
惣
吉
／
一
七
五
三
生
。
没
年
不
詳
）

は
と
も
に
松
江
藩
七
代
藩
主
松
平
治
郷
（
不
昧
／
一
七
五
一

－
一
八
一
八
）
の
元
に

出
入
り
し
多
く
の
道
具
を
取
り
次
い
で
い
た
道
具
商
で
あ
る
。梅
屋
鞠
塢（
一
七
六
二

－

一
八
三
一
）
は
も
と
も
と
仙
台
出
身
の
道
具
商
で
そ
の
後
百
花
園
の
園
主
と
な
っ

た
人
物
で
あ
る
。

　

不
昧
の
茶
会
で
古
来
よ
り
著
名
な
名
物
道
具
を
使
用
し
た
茶
会
を
、
近
代
の
茶
道

史
家
で
あ
る
高
橋
竜
雄
（
梅
園
／
一
八
六
八

－

一
九
四
六
）
が
ま
と
め
た
『
不
昧
公

名
物
茶
会
記
』（
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
）
が
あ
る
）
（（
（

。
同
書
に
よ
れ
ば
不
昧
が
文
化
元

年
十
月
に
開
催
し
た
谷
園
中
大
茶
湯
で
観
阿
は
利
休
堂
席
を
、
鞠
塢
が
花
畑
腰
掛
席

を
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
同
書
の
う
ち
不
昧
の
茶
会
に
観
阿
が
招
か

れ
て
い
る
早
い
時
期
の
記
録
で
は
文
化
元
年
甲
子
年
四
月
二
十
六
日
（
正
午
）
の
茶

会
が
あ
る
。
題
に
は
「
園
城
寺
御
花
入
に
て
武
者
小
路
千
宗
守
被
召
て
御
跡
見
牛
尾

宗
苔
ラ
越
ス
」
と
あ
る
。
こ
の
茶
会
は
、
武
者
小
路
千
家
五
世
家
元
千
宗
守
（
一
啜

斎
、
休
翁
／
一
七
六
三

－

一
八
三
八
）
を
招
い
た
際
に
使
用
し
た
千
利
休
作
竹
花
入

銘
「
園
城
寺
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
用
い
た
茶
会
の
跡
見
の
会
で
あ
り
、
観

阿
の
参
会
が
確
認
で
き
る
）
（（
（

。

　

特
に
観
阿
と
不
昧
の
関
係
に
注
目
す
る
と
、
梅
園
に
よ
る
『
松
平
不
昧
伝
』

（
一
九
一
七
）
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

彼
が
公
の
た
め
に
提
供
し
た
る
も
の
、
松
栄
の
屏
風
、
古
銅
鉢
、
篷
雪
の
額
、

　
　

象
眼
床
几
を
始
め
、
裂
類
の
数
々
、
多
葉
粉
入
、
緒
じ
め
、
根
付
、
刀
剣
の
鍔
、

　
　

柄
木
、
其
他
文
房
箱
の
珍
品
奇
什
殆
ど
枚
挙
に
遑
あ
ら
ず
、
公
は
か
く
の
如
き

　
　

稀
世
の
奇
士
と
交
り
、
茶
事
を
共
に
し
、
文
芸
を
語
ら
れ
た
る
な
り）（（
（

　

観
阿
が
不
昧
に
道
具
を
取
り
次
い
で
い
る
こ
と
や
、
不
昧
が
寵
遇
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
観
阿
と
墨
屋
お
よ
び
本
屋
を
め
ぐ
っ
て
は
不
昧
の
元
で
交
流
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
ま
た
鞠
塢
と
観
阿
を
め
ぐ
っ
て
は
、
観
阿
が
所
持
し
た
尾
形
乾
山

（
一
六
六
三

－

一
七
四
三
）
に
よ
る
陶
器
の
薬
法
書
を
鞠
塢
に
与
え
て
い
た
）
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
観
阿
を
中
心
に
み
た
場
合
、
親
し
い
人
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に

霞
兄
老
人
も
お
り
、
絵
画
の
収
集
と
茶
の
湯
と
い
う
共
通
の
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
で
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
絵
画
を
め
ぐ
る
動
き
の
中
で
は
、
霞
兄

老
人
の
周
辺
に
抱
一
や
藐
庵
の
ほ
か
有
力
な
美
術
商
が
い
た
こ
と
で
多
く
の
作
品
に

触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　『
過
眼
録
』
に
み
る
三
幅
対

　
『
過
眼
録
（
第
四
十
四
巻
）』
に
は
三
幅
対
の
箱
お
よ
び
賛
文
の
写
し
が
所
載
さ
れ

る
。
そ
こ
で
箱
、
極
札
、
顔
容
、
賛
文
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
い
き
た
い
。

　

先
述
の
『
堺
市
宅
醸
春
軒
所
蔵
品
入
札
（
第
二
回
）』
に
は
箱
の
図
版
（
図
２
）

が
掲
載
さ
れ
る
。
地
黒
の
箱
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
箱
に
は
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祖
師

　
　

釈
迦
像　
　

三
幅　
　
　

寸
松
庵

　
　
　
　

檀
那

と
彫
ら
れ
江
月
の
筆
跡
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
『
過
眼
録
』
を
み
る
と
箱
の
プ

ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
が
所
載
さ
れ
て
お
り
、
各
頁
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
の
が
（
図
８
）
で
あ

る
。

　

祖
師
と
は
『
新
版
禅
学
大
辞
典
』（
一
九
八
五
年
、
大
修
館
書
店
）に
よ
れ
ば
「
祖

は
始
祖
。
師
は
師
範
。
一
宗
一
派
を
創
め
た
開
祖
の
意
味
に
も
、
ま
た
正
法
を
伝
持

し
た
列
祖
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
、
特
に
菩
提
達
磨
を
祖
師
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
（（
（

。
ま
た
門
脇
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
江
月
自
身
が
祖
師
と
名
乗
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
幅
を
所
蔵
し
た
高
橋
箒
庵
は
こ
の
祖

師
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
、
後
述
す
る
『
東
都
茶
会
記
（
第
一
輯
）』（
慶
文
堂
書

店
、
一
九
二
〇
年
）
で
は
大
徳
寺
開
山
の
大
燈
国
師
（
宗
峰
妙
超
／
一
二
八
二

－

一
三
三
七
）
と
し
て
お
り
、
当
時
の
所
蔵
者
で
さ
え
も
疑
問
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。

　

観
阿
に
よ
る
外
箱
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
寸
松
庵
に
伝
来
し
た
時
期
に
、
塗
箱
で
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
過
眼
録
』
に
は
三
幅
対
を
収
納
す
る
箱
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

面
朱　

彫　

縁
青
入

　
　

地
黒

　

箱
は
地
黒
に
面
取
り
し
た
部
分
を
朱
漆
で
塗
ら
れ
た
箱
で
あ
り
、
江
月
の
文
字
の

部
分
は
彫
ら
れ
て
青
漆
で
塗
ら
れ
て
い
る
。
な
お
箱
側
面
も
プ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
さ
れ

（
図
９
）、
箱
の
上
下
隅
に
金
具
が
付
け
ら
れ
、
面
取
り
し
て
朱
漆
が
塗
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
緒
を
付
け
る
金
具
（
図
10
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
箱
底
部
分
の
中
央
左
右
に

二
箇
所
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
作
品
を
収
納
す
る
箱
に
は
外
箱
が
あ
り
、
そ
こ
に
観
阿
の
箱
墨
書
が
あ
る
と

さ
れ
る
。
溝
口
家
伝
来
品
の
場
合
、
所
蔵
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印

が
貼
ら
れ
て
お
り
、
塗
箱
も
し
く
は
観
阿
の
墨
書
が
あ
る
外
箱
に
貼
ら
れ
て
い
る
も

図 8　 『過眼録』（国立国会図
書館蔵）の頁をつなぎ
合わせた塗箱全景

図 9　塗箱側面

図 10　緒を結ぶ金具
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の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

付
属
す
る
外
題
の
写
し
（
図
11
）
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

祖
師　

與
宗　

寸
松
庵　

印

　
　

本
尊　

釈
迦　

寸
松
庵　

印

　
　

檀
那　

宗
可　

寸
松
庵　

印

　

外
題
は
『
堺
市
宅
醸
春
軒
所
蔵

品
入
札
（
第
二
回
）』
の
（
図
２
）

で
紹
介
さ
れ
る
通
り
、
箱
に
貼
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
江
月
宗
玩
像
と
佐
久
間
将
監
像
の
江
月
に
よ
る
賛
に
注
目
す
る
。
将
監

像
の
賛
文
は
門
脇
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
『
東
都
茶
会
記
（
第
一
輯
）』
で
次
の
よ

う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

山
隠
宗
可
寿
像

　

常
磨
三
尺
靠
腰
中
、
秘
在
形
山
将
退
躬
、
瓶
裏
梅
花
對
人
語
、
徳
香
吹
起
一
松
風

　
　
　
　
　

江
月
叟
謾
賛　

書
于
寸
松
庵
）
（（
（

　
　
　

　

ま
た
江
月
像
の
賛
に
つ
い
て
門
脇
氏
は
売
立
目
録
図
版
か
ら
次
の
よ
う
に
判
読
を

試
み
て
い
る
。

　
　

馬
九
方
甄

　
　

□
従
来
相　
　
　

寛
永
十
一
載

　
　

色
分
明
□
□　
　
［
朱
文
方
内
円
印
「
宗
玩
」］
江
月
叟
自
□
［
朱
文
方
印
「
折
脚
鐺
」］

　
　

兮
真
不
真
□　
　

佛
成
道
日

　
　

□
□
偽
不
偽

　
　

丹
青
錯
□
□
）
（（
（

　

二
件
の
目
録
図
版
の
不
鮮
明
さ
も
あ
り
、
文
字
の
配
列
が
か
ろ
う
じ
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
『
過
眼
録
』
を
み
る
と
将
監
像
の
賛
（
図
12
）
に
は
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
な
お
同
書
に
記
載
さ
れ
る
賛
文
を
明
確
に
す
る
た
め
該
当
す

る
部
分
を
四
角
で
囲
っ
た
。

　
　

常
磨
三
尺

　
　

靠
腰
中
秘
在　
　
　

山
隠
宗
可
寿
像

　
　

形
山
将
退　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印　

書
于
寸
松
庵
下　

印

　
　

躬
瓶
裏
梅
花　
　
　

江
月
叟
謾
賛

　
　

對
人
語
徳
香

　
　

吹
起
一
松
風

図 11　外題

図 12　佐久間将監像の賛
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と
こ
ろ
で
明
治
三
十
六
年
四
月
、
東
京
帝
室
博
物
館
の
特
別
展
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
作
品
を
『
特
別
展
覧
会
列
品
目
録
』
に
み
る
と
溝
口
家
が
出
品
し
た
作
品

と
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

第
七
二
号　

寸
松
庵
主
佐
久
間
将
監
像　

狩
野
探
幽
筆　

絹
本
著
色　

一
幅
）
（（
（

　

先
出
の
『
御
掛
物
帳
』
で
探
幽
に
よ
る
将
監
像
は
、
三
幅
対
の
内
の
作
品
し
か
確

認
で
き
ず
、
特
別
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
作
品
と
は
寸
松
庵
伝
来
の
一
幅
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
。
将
監
像
お
よ
び
江
月
像
は
同
じ
探
幽
に
よ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら

絹
本
に
描
か
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

次
に
江
月
宗
玩
像
の
賛
（
図
13
）
は
次
に
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

馬
九
方
甄

　
　

處
従
来
相　
　
　
　

寛
永
十
一
載

　
　

色
分
明　
無
用　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印　

江
月
叟
自
許　

印

　
　

兮
真
不
真
顔　
　
　

佛
成
道
日

　
　
　
中
塵
偽
不
偽

　
　

丹
青
謬
撤
眠

　

こ
の
賛
文
が
書
か
れ
た
の
は
寛
永
十
一
年
、
陰
暦
二
月
十
五
日
で
あ
る
こ
と
が
知

れ
る
。
な
お
印
に
つ
い
て
は
門
脇
氏
が
将
監
像
で
指
摘
す
る
よ
う
に
上
部
は
朱
文
方

内
円
印
で
「
宗
玩
」、
下
部
は
朱
文
方
印
で
「
折
脚
鐺
」
と
認
め
ら
れ
る
。

　
『
過
眼
録
』
に
は
霞
兄
老
人
に
よ
る
釈
迦
像
お
よ
び
江
月
、
将
監
像
の
模
写
が
あ

る
。
釈
迦
像
（
図
14
）
は
親
指
と
中
指
を
立
て
部
分
的
な
姿
を
写
し
て
い
る
。
光
背

や
全
体
の
姿
も
描
か
れ
そ
の
様
子
が
わ
か
る
。
目
録
の
図
版
で
は
衣
に
丸
紋
の
金
泥

で
描
か
れ
た
と
目
さ
れ
る
模
様
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
部
分
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

江
月
像
（
図
15
）
は
靴
を
脱
ぎ
、
衣
を
掛
け
た
椅
子
に
座
し
た
様
子
が
描
か
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
鼎
形
印
が
書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
な
お
門
脇
氏
に
よ
れ
ば
こ
の

印
形
は
狩
野
派
が
よ
く
使
う
壺
形
印
と
は
少
し
形
状
が
異
な
り
、
三
脚
で
あ
る
こ
と

が
は
っ
き
り
分
か
る
形
で
あ
る
た
め
鼎
形
印
が
適
当
と
の
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
本
紙
右
下
部
分
に
は
鼎
形
印
が
押
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
形
状

図 13　江月宗玩像の賛

図 14　釈迦像
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か
ら
『
探
幽
印
譜
』
に
あ
る
印
と
比
較
し
た
と
き
、
最
も
形
状
が
近
い
の
は
守
信
の

鼎
形
印
で
あ
る
）
（（
（

。

　

将
監
像
（
図
16
）
は
手
を
膝
上
で
結
び
、
半
眼
の
姿
が
描
か
れ
る
。
傍
に
は
太
刀

を
置
き
、
側
に
あ
る
棚
の
下
部
に
は
釜
が
四
方
の
風
炉
（
唐
金
で
造
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
）
に
据
え
ら
れ
、
山
水
の
絵
が
書
か
れ
た
棚
の
上
に
は
木
瓜
形
の
水
指
も
し

く
は
香
炉
が
置
か
れ
て
い
る
。
棚
上
に
は
棒
の
先
の
よ
う
な
形
の
花
入
が
置
か
れ
、

賛
文
か
ら
梅
が
挿
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
本
紙
左
下
部
に
は
先
ほ
ど

の
鼎
形
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
霞
兄
老
人
が
三
幅
対
を
実
見
し
た
時
期
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

『
過
眼
録
』
に
お
い
て
霞
兄
老
人
が
溝
口
家
の
茶
会
に
招
か
れ
た
記
録
は
確
認
で
き

ず
、
ま
た
直
接
、
溝
口
家
で
肖
像
や
賛
文
の
模
写
お
よ
び
箱
の
プ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
を

行
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

そ
こ
で
観
阿
と
霞
兄
老
人
の
関
係
に
注
目
す
る
と
き
『
過
眼
録
（
第
三
十
五
巻
）』

を
み
る
と
開
催
年
未
詳
で
あ
る
が
十
一
月
十
九
日
に
観
阿
、
抱
一
、
霞
兄
老
人
、
福

田
竹
軒
と
と
も
に
茶
会
に
参
会
し
て
お
り
、
抱
一
存
命
中
よ
り
観
阿
と
霞
兄
老
人
は

面
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
同
書
第
三
十
三
巻
に
は
観
阿
の
所
持
し
た
宗

薫
（
今
井
宗
薫
か
）
の
短
冊
が
図
入
り
で
所
載
さ
れ
て
お
り
（
図
12
）、
霞
兄
老
人

が
実
見
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　

寸
松
庵
伝
来
の
三
幅
対
が
所
載
さ
れ
る
第
四
十
四
巻
の
題
箋
に
は
「
戊
戌
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
同
書
の
記
載
に
信
を
置
く
な
ら
ば
、
こ
の
三
幅
対
も
そ
の
時
期
に
霞

兄
老
人
が
実
見
し
た
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
干
支
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
第
十
六

巻
の
最
終
頁
に
は

　
　

慶
應
丙
寅
仲
夏
初
二
日　

霞
兄
老
人
抄
録
旹
年
六
十
有
七

と
書
か
れ
て
お
り
、
霞
兄
老
人
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
六
十
七
歳
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
よ
り
題
箋
に
あ
る
「
戊
戌
」
と
し
て
該
当
す
る
の
は
天
保
九

年
か
明
治
三
十
一
年
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
に
霞
兄
老
人
は
九
十
九

歳
と
な
り
、
や
は
り
天
保
九
年
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
）
（（
（

。

図 16　佐久間将監像 図 15　江月宗玩像



大
徳
寺
寸
松
庵
伝
来
の
三
幅
対
と
吉
村
観
阿
―
『
過
眼
録
』
を
起
点
に
―

四
四
（
179
）

四
　
む
す
び

　

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
内
容
が
不
明
で
あ
っ
た
江
月
像
お
よ
び
将
監
像
の
賛
文
、
箱

の
状
態
な
ど
を
『
過
眼
録
』
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
趙
昌
筆
釈
迦
像

を
含
む
こ
れ
ら
の
三
幅
対
は
寸
松
庵
に
本
尊
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
納
め
ら
れ
た

が
流
出
し
、
そ
の
後
は
観
阿
が
所
持
し
て
い
た
。

　

観
阿
は
い
つ
の
時
期
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
三
幅
対
を
溝
口
翠
濤
に
取
り
次

い
だ
。
そ
の
た
め
溝
口
家
の
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
三
幅
対
は

溝
口
家
が
東
京
帝
室
博
物
館
の
展
覧
会
に
出
品
し
、
明
治
三
十
六
年
以
降
に
高
橋
箒

庵
が
溝
口
家
と
の
直
接
取
引
に
よ
り
入
手
し
、
そ
の
後
は
宅
徳
平
が
所
持
し
た
。
特

に
箒
庵
は
自
身
が
寸
松
庵
の
茶
室
を
所
蔵
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
三
幅
対
を
重

宝
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

霞
兄
老
人
は
抱
一
と
親
し
く
し
て
い
た
が
、
そ
の
周
辺
に
は
観
阿
、
担
斎
、
了
伴

と
い
っ
た
人
物
が
い
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
人
物
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

書
画
会
の
出
品
目
録
に
注
目
し
た
。
観
阿
は
息
子
信
䩜
と
と
も
に
担
斎
に
よ
る
思
考

供
展
画
会
へ
の
出
品
、
霞
兄
老
人
は
了
伴
に
よ
る
亀
戸
天
神
の
書
画
会
へ
の
出
品
を

そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
た
。
観
阿
と
霞
兄
老
人
は
抱
一
と
一
緒
に
茶
会
に
参
会
す
る
と
共

に
、
絵
画
の
所
蔵
家
と
し
て
も
両
者
が
交
流
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
霞
兄
老
人

と
観
阿
を
巡
る
交
流
か
ら
『
過
眼
録
』
に
三
幅
対
の
模
写
が
残
さ
れ
た
。
そ
の
時
期

は
『
過
眼
録
』
の
記
載
に
信
を
置
け
ば
天
保
九
年
の
出
来
事
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
三
幅
対
を
収
納
す
る
塗
箱
と
観
阿
の
関
係
し
た
作
品
と
の
共
通
点
に
つ
い

て
述
べ
て
お
き
た
い
。
先
述
の
通
り
、
法
隆
寺
が
所
蔵
す
る
弘
法
大
師
額
箱
は
、
観

阿
が
七
十
八
歳
の
時
に
寄
進
し
た
箱
で
あ
る
。
箱
は
木
地
に
そ
の
ま
ま
漆
を
塗
っ
た

搔
合
塗
の
技
法
で
塗
ら
れ
、
面
取
り
し
た
部
分
に
朱
漆
で
塗
っ
て
お
り
、
三
幅
対
を

収
納
す
る
塗
箱
と
共
通
点
が
み
ら

れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
現
在
、
福
岡
市
美
術

館
が
所
蔵
す
る
高
麗
堅
手
茶
碗
銘

「
雨
漏
」
が
あ
る
。
茶
碗
を
収
納

す
る
塗
箱
に
は
不
昧
に
よ
る
歌
銘

が
金
蒔
絵
さ
れ
、
桐
材
に
よ
る
二

重
箱
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
覆
う
外

箱
と
し
て
金
具
の
付
い
た
塗
箱
が

付
属
す
る
（
図
17
）。
そ
こ
で
外

箱
の
金
具
に
注
目
す
る
と
、
先
に
み
た
三
幅
対
の
収
納
す
る
箱
の
金
具
に
類
似
し
て

い
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
金
具
の
外
郭
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
、
茶
碗
の
箱
に
は
そ

の
外
郭
の
中
に
唐
草
を
あ
し
ら
っ
た
文
様
が
み
ら
れ
る
。
外
箱
に
は

　
　

白
醉
庵

　
　
　
　

所
持
（
花
押
）

と
書
か
れ
て
お
り
、
筆
跡
は
七
十
歳
代
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る 

。

　

二
件
の
箱
か
ら
七
十
歳
代
後
半
の
時
点
で
寺
院
へ
寄
進
す
る
た
め
の
箱
お
よ
び
自

身
が
重
宝
と
す
る
茶
碗
の
外
箱
と
い
う
主
要
な
作
品
の
箱
に
は
、
三
幅
対
の
箱
の
意

匠
を
モ
チ
ー
フ
に
用
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
観
阿
に
と
っ
て
三
幅
対
は
作
品
の
重

要
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
塗
箱
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
作
品
で
あ
っ
た
と
結
論
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

図 17　高麗茶碗銘「雨漏」および次第
　　　　（福岡市美術館蔵。画像提供同館）
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謝
　
辞

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
法
隆
寺
、
東
大
寺
、
福
岡
市
美
術

館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
新
発
田
市
立
歴
史
図
書
館
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
、
東

京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
、
慶
應
義
塾
図
書
館
、
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
、

東
京
文
化
財
研
究
所
、
同
志
社
大
学
今
出
川
図
書
館
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
門
脇

む
つ
み
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

付
　
記

 

・
本
研
究
は
平
成
二
十
九
年
度
髙
梨
学
術
奨
励
基
金
・
若
手
研
究
助
成（
美
術
史
）「
近

世
江
戸
時
代
後
期
の
美
術
品
と
移
動
に
関
す
る
研
究
―
溝
口
家
を
起
点
に
―
」
に

よ
る
。

 

・
本
稿
は
次
の
発
表
を
一
部
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

宮
武
慶
之
「
大
徳
寺
寸
松
庵
伝
来
の
三
幅
対
と
吉
村
観
阿
」、
茶
の
湯
文
化
学
会

近
畿
例
会
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
九
日
、
於
同
志
社
大
学
今
出
川
校
舎
。

註（
１
）  

宮
武
慶
之
「
木
下
長
嘯
子
筆
「
十
六
夜
の
文
」

－

吉
村
観
阿
と
溝
口
翠
濤
の
関
係
に

注
目
し
て

－

」『
文
化
情
報
学
』
第
十
二
巻
第
二
号
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
会
、

二
〇
一
七
年
、
一

－

一
四
頁
。

（
２
）   

高
橋
義
雄
『
近
世
道
具
移
動
史
』
慶
文
堂
、
一
九
二
九
年
、
一
四
八

－

一
五
〇
頁
。

 

同
書
に
は
次
に
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

 

　
　

 

溝
口
家
は
越
後
新
発
田
藩
主
で
、
文
政
頃
号
を
翠
濤
と
云
は
れ
た
好
事
の
主
人
あ

り
、
彼
の
観
阿
白
酔
庵
を
寵
遇
し
茶
事
に
執
心
に
し
て
盛
ん
に
名
器
を
買
収
せ
ら

れ
た
の
で
、
各
般
の
什
器
が
潤
沢
で
あ
っ
た

（
３
）   

井
口
海
仙
、
末
宗
廣
、
永
島
福
太
郎
監
修『
原
色
茶
道
大
辞
典
』淡
交
社
、
一
九
七
五
年
、

四
九
三

－

四
九
四
頁
。

（
４
）   

門
脇
む
つ
み
「
佐
久
間
将
監
の
肖
像
」『
寸
松
庵
逍
遙
』
龍
光
院
、
二
〇
一
三
年
、
六
二

－

六
三
頁

（
５
）   

門
脇
む
つ
み
「
龍
光
院
ゆ
か
り
の
絵
画
（
一
）　

松
花
堂
昭
乗
筆
「
十
六
羅
漢
図
」」『
南

游
行
』、
龍
光
院
、
二
〇
一
四
年
、
六
二
頁
。

（
６
）   

門
脇
む
つ
み
『
寛
永
文
化
の
肖
像
画
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
五
一

－

五
二
頁
お

よ
び
二
一
三

－

二
一
四
頁
。

（
７
）   

売
立
目
録
『
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
』。
明
治
四
十
五
年
。

（
８
）   

売
立
目
録
『
堺
市
宅
醸
春
軒
所
蔵
品
入
札
（
第
二
回
）』。
大
正
二
年
。

（
９
）   

宮
武
慶
之
「『
御
掛
物
帳
』
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
書
画
」『
新
潟
県
文
人
研
究
』　

第

十
六
号
、
越
佐
文
人
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
、
一
五
七

－

一
九
一
頁
。

（
10
）   

霞
兄
老
人
『
過
眼
録
』
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

 
 

な
お
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
お
り
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（
11
）  

影
山
純
夫
「『
過
眼
録
』
と
酒
井
抱
一
」『
茶
の
湯
文
化
学
会
報
（
第
三
号
）』、
茶
の
湯

文
化
学
会
、
一
九
九
四
年
、
三
頁
。

（
12
）  

玉
蟲
敏
子
『
都
市
の
な
か
の
絵

－

酒
井
抱
一
の
絵
事
と
そ
の
遺
響

－

』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、

二
〇
〇
四
年
、
八
二

－

八
三
頁
。

（
13
）  
前
掲
注
（
12
）。

（
14
） 

前
掲
注
（
12
）。
玉
蟲
敏
子
『
都
市
の
な
か
の
絵　

酒
井
抱
一
の
絵
事
と
そ
の
遺
響
』、

四
九
一
頁
よ
り
再
引
用
。



大
徳
寺
寸
松
庵
伝
来
の
三
幅
対
と
吉
村
観
阿
―
『
過
眼
録
』
を
起
点
に
―

四
六
（
177
）

（
15
）  

宮
武
慶
之
「
白
醉
庵
・
吉
村
観
阿
に
つ
い
て
」『
日
本
研
究
』
第
五
四
集
、
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
七
年
、
三
九

－

七
七
頁
。

（
16
）  
中
野
三
敏
、
菊
竹
淳
一
共
編
『
相
見
香
雨
集
（
四
）』
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
六
年
、

二
八
八

－

三
〇
一
頁
。

（
17
）  

前
掲
注
（
15
）。
宮
武
慶
之
「
白
醉
庵
・
吉
村
観
阿
に
つ
い
て
」。
四
六

－

四
八
頁
。

（
18
） 

前
掲
注
（
15
）。
宮
武
慶
之
「
白
醉
庵
・
吉
村
観
阿
に
つ
い
て
」。
四
四

－

四
六
頁
。

（
19
） 

前
掲
注
（
18
）。

（
20
） 

朝
岡
興
禎
、
太
田
謹
補『
古
畫
備
考
』中
巻
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
〇
年
、
七
一
一
頁
。

（
21
） 

前
掲
注
（
20
）。『
古
畫
備
考
』
中
巻
。
九
〇
九
頁
。

（
22
）  

こ
の
作
品
は
大
正
三
年
三
月
二
十
九
日
に
上
野
国
華
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
福
禄
寿
会

で
溝
口
伯
爵
家
が
出
品
し
て
い
た
。
見
聞
し
た
箒
庵
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

 

　
　

 

同
家
出
品
の
狩
野
伊晴

川
院
が
鶴
を
画
き
、
溝
口
家
の
祖
先
翠
濤
侯
が
福
禄
寿
を
画

き
、
其
上
に
小
堀
宗
中
が
色
か
へ
ぬ
松
と
竹
と
の
末
の
世
を
何
れ
久
し
と
君
の
み

そ
見
む
の
賛
を
書
き
た
る
者
は
、
是
れ
亦
固
よ
り
小
品
な
れ
ど
も
茶
人
の
喜
ぶ
べ

き
洒
落
幅
な
り

（
23
）  

朝
吹
英
二
（
紫
庵
／
一
八
四
九

－

一
九
一
八
）
と
野
崎
廣
太
（
幻
庵
／
一
八
五
九

－

一
九
四
一
）
は
大
正
九
年
四
月
二
十
二
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部
で
売
立
を
行
な
っ
て
お

り
、
そ
の
目
録
が
『
朝
吹
氏
野
崎
氏
蔵
品
入
札
』
で
あ
る
。
同
書
に
は
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

 

　
　

六
〇　

晴
川
、
溝
口
公
合
作　

福
禄
寿
鶴
亀　

宗
中
賛　

宗
中
箱
書

 

　
　
　
　
　

竪
二
尺
八
寸
四
分　

幅
一
尺

（
24
）  

喜
多
村
信
節
『
き
〻
の
ま
に
ま
に
』（
三
田
村
鳶
魚
編
『
未
刊
随
筆
百
種
』
第
十
一
巻
所

収
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
九
年
）、
一
六
九

－

一
七
〇
頁
。

（
25
）  「
亀
井
戸
天
神
展
覧
会
目
録
」『
寺
社
縁
起
』正
編
続
編
、
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
蔵
。

（
26
）  『
不
昧
公
名
物
茶
会
記
』
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
。
請
求
記
号
二
〇
八
・
二
二
・
一
お
よ
び

二
〇
八
・
二
二
・
二
。

（
27
）  

当
日
、
参
会
し
た
客
は
順
に
山
口
長
三
郎
、
大
坂
屋
庄
三
郎
、
芳
村
観
阿
、
筑
前
屋
作

右
衛
門
、
牛
尾
宗
苔
、
伏
見
屋
宗
振
と
な
る
。

（
28
）  

高
橋
梅
園
『
茶
禅
不
昧
公
』
宝
雲
舎
、
一
九
四
四
年
、
二
一
〇
頁
。 

（
29
）  

鈴
木
半
茶
「
五
代
乾
山
西
村
藐
庵
（
三
）」『
陶
説
（
第
五
十
七
号
）』
日
本
陶
磁
器
協
会
、

一
九
五
七
年
、
五
二
頁
。

 
 

鞠
塢
は
文
政
二
年
ご
ろ
、
隅
田
川
焼
の
開
窯
を
記
念
し
て
「
す
み
た
川
花
や
し
き
」
と

し
て
半
紙
八
丁
を
発
行
し
、
都
鳥
の
香
合
を
配
っ
た
。
こ
の
案
内
に
は
花
屋
敷
全
図
四

丁
が
書
か
れ
、
花
屋
敷
全
図
の
西
北
隅
に
乾
山
窯
が
書
か
れ
て
い
る
。
図
に
は
次
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

 

　
　

 

梅
屋
園
中
、
傚
乾
山
窯
、
隅
田
川
以
土
陶
器
製
始
、
抱
一
上
人
依
命
、
光
琳
碑
妙

顕
寺
建
因
縁
ニ
ヨ
ツ
テ
、
陶
器
ヲ
製
ス
ル
薬
法
ハ
光
琳
家
ヨ
リ
譲
受
、
亦
伊
八
乾

山
ノ
薬
法
ノ
直
書
ヲ
浅
草
観
阿
雅
君
ヨ
リ
譲
受
所
持
ス

（
30
）  

駒
澤
大
学
内
禅
学
大
辞
典
編
纂
所
編
『
新
版
禅
学
大
辞
典
』、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
五

年
、
七
六
九
頁
。

（
31
）  

高
橋
箒
庵
『
東
都
茶
会
記
』
第
一
輯
上
巻
、
慶
文
堂
書
店
、
一
九
二
〇
年
、
一
〇
六
頁

（
32
）  

前
掲
注
（
６
）。
門
脇
む
つ
み
『
寛
永
文
化
の
肖
像
画
』。
二
一
四
頁
。

（
33
）  

東
京
帝
室
博
物
館『
特
別
展
覧
会
列
品
目
録（
明
治
三
十
六
年
）』、
一
九
〇
三
年
、
八
頁
。

（
34
）  『
探
幽
印
譜
』
風
俗
絵
巻
図
画
刊
行
会
、
一
九
二
〇
年
。

（
35
）  
三
幅
対
が
所
載
さ
れ
た
時
期
は
、『
過
眼
録
』
記
載
順
に
従
え
ば
、
前
後
の
作
品
の
書
か

れ
た
時
期
か
ら
考
え
天
保
九
年
七
月
か
ら
同
年
九
月
の
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
36
）  

観
阿
の
花
押
の
変
化
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
１
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。


